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貝
輸
出
単
価
の
高
騰
や
他
の
魚
種
の
好
調

も
相
乗
し
、
大
幅
な
漁
獲
高
増
と
な
り
、

農
業
・
漁
業
を
合
わ
せ
た
生
産
販
売
額
は

こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
ほ
ど
の
成
果
を
上

げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
１
次
産
業
の
活
性
化

は
、
新
た
な
産
業
や
雇
用
の
創
出
に
つ
な

が
る
原
動
力
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

も
１
次
産
業
を
主
体
と
し
た
果
敢
な
施
策

の
展
開
が
人
口
減
少
時
代
を
生
き
抜
く
成

長
戦
略
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
２
期
目
の

最
終
年
を
迎
え
、
就
任
以
来
７
年
の
歳
月

を
経
過
し
て
も
な
お
町
民
皆
様
の
期
待
と

そ
の
職
責
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
も
な
く
始
ま

る
新
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
私
の

当
初
か
ら
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
町

づ
く
り
の
主
役
は
町
民
で
あ
り
、
町
民
の

目
線
に
立
っ
て
自
ら
出
向
き
、
自
ら
が
見

て
聞
く
、
現
場
主
義
」
を
徹
底
し
、
こ
れ

ま
で
培
っ
た
基
盤
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
は
、
本
町
観
光
振
興
の
拠
点

で
あ
り
ま
す
道
の
駅
の
駐
車
場
拡
張
工
事

を
行
い
、
集
客
力
と
利
便
性
を
高
め
、
各

種
観
光
振
興
施
策
と
併
せ
、
道
内
外
の
観

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

平
成
30
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
町
行
政
の
推
進
に

あ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
、
当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
漁
業
が
堅
調
に

推
移
し
、
農
業
に
あ
っ
て
は
、
主
要
作
物

で
あ
る
水
稲
が
開
花
時
期
の
高
温
に
恵

ま
れ
平
年
を
上
回
る
豊
作
と
な
り
、
肉
牛

部
門
や
野
菜
・
花
卉
と
い
っ
た
作
物
も
好

調
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
の
目
標
販

売
額
を
大
き
く
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
道

産
ブ
ラ
ン
ド
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
１
７
」
に
お
い
て
、
留
萌
管
内
産

米
が
最
高
金
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
大
変

喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

他
方
、
漁
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
各
地

で
秋
サ
ケ
漁
の
不
漁
が
叫
ば
れ
る
中
に
あ

り
な
が
ら
も
、
本
町
に
お
い
て
は
順
調
な

操
業
を
行
え
た
こ
と
に
加
え
、
ホ
タ
テ
成

光
客
は
も
と
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
加
速

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
多
方
面
に
わ
た
る
子
育
て
支
援

施
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、

年
次
計
画
的
な
公
営
住
宅
の
改
善
・
橋
梁

長
寿
命
化
工
事
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
ほ
か
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
移
住

体
験
制
度
を
創
設
し
、
「
お
び
ら
」
の
魅

力
を
広
く
発
信
し
た
中
で
移
住
・
定
住
を

促
進
す
る
な
ど
、
活
気
に
あ
ふ
れ
、
そ
し

て
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
の
創
生
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

結
び
に
、
町
民
皆
様
の
町
政
へ
の
な
お

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町

民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
も
平
穏
で

明
る
く
、
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年頭にあたって

小平町長 関　　　次　雄
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

輝
か
し
い
平
成
30
年
の
新
春
を
こ
う
し

て
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
日
頃
よ
り
当
議
会
に
対
し

暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
顧
み
ま
す
と
昨
年
の
町
を
代
表

す
る
農
作
物
の
水
稲
は
、
春
先
か
ら
の
農

作
業
も
順
調
に
進
み
、
開
花
次
期
も
高
温

に
恵
ま
れ
、
留
萌
管
内
に
あ
っ
て
は
作
況

指
数
１
０
１
と
平
年
並
み
の
作
柄
と
な
り

ま
し
た
。

　

漁
業
に
お
い
て
は
、
タ
コ
・
カ
レ
イ
・

な
ま
こ
類
に
つ
い
て
は
、
順
調
な
操
業

に
よ
り
漁
獲
高
は
昨
年
よ
り
大
幅
な
増
加

と
な
り
、
ま
た
、
秋
サ
ケ
漁
も
漁
獲
量
の

増
と
市
場
価
格
高
騰
に
よ
り
、
昨
年
よ
り

９
千
万
円
増
の
水
揚
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
は
、
成
貝
の
韓
国
輸

出
単
価
の
高
騰
に
よ
り
２
億
円
以
上
の
漁

獲
高
増
と
な
り
、
漁
業
関
係
者
に
と
っ
て

は
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

国
内
情
勢
を
見
ま
す
と
、
「
一
億
総
活

躍
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
、
我
が
国
の

構
造
的
な
問
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
に
真

正
面
か
ら
挑
む
た
め
、
「
希
望
を
生
み
出

す
強
い
経
済
」
「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支

援
」
「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」
の

「
新
・
三
本
の
矢
」
の
実
現
を
目
的
と
す

る
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
解
散
総
選
挙
も

行
わ
れ
、
今
後
の
経
済
対
策
等
に
つ
い
て

も
十
分
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

今
や
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
の
地
方
創
生
が

叫
ば
れ
、
当
町
に
お
い
て
も
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
多
様
化
す
る
福
祉

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
地
域
経
済
の
活
性
化

対
策
の
ほ
か
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

な
ど
重
要
な
課
題
が
山
積
み
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政
・
産
業
・
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

が
要
求
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地

域
の
こ
と
は
地
域
が
責
任
を
持
っ
て
決
め

る
「
地
域
主
権
」
の
理
念
を
基
本
に
、
広

く
町
民
の
皆
さ
ん
の
真
の
要
望
と
地
域
の

実
情
を
的
確
に
把
握
し
町
政
に
反
映
さ

せ
、
将
来
に
向
か
っ
て
明
る
く
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
小
平
町
を
創
造
す
る
た

め
、
最
善
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
貴
重
な
ご
意

見
・
ご
提
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
方

に
と
っ
て
、
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
町
議

会
を
代
表
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

小
平
町
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
健
勝
に
て
爽
や
か
な
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
小
平
町
と
小
平
市
が
同
名

の
自
治
体
の
よ
し
み
で
交
流
を
深
め
て

か
ら
、
40
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き

年
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
に
は
教
育
、
産
業
そ
し
て
文

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
を

図
り
な
が
ら
、
お
互
い
に
交
友
と
理
解

を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

少
年
少
女
交
歓
交
流
事
業
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
多
く
の
子
ど
も
達
が
貴
重
な

体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
と
お
し

て
楽
し
い
思
い
出
や
多
く
の
友
達
を
作

り
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
小
平
町
の
子
ど
も
達
が
小

平
市
に
来
ら
れ
ま
す
こ
と
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
普
段
体
験
で

き
な
い
貴
重
な
思
い
出
を
小
平
市
で
た

く
さ
ん
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
毎
年
10
月
に
開
催
し
て
い
ま

す
小
平
市
民
ま
つ
り
で
は
、
人
気
の
あ

る
小
平
町
の
新
鮮
な
海
産
物
や
農
産
物

の
販
売
を
と
お
し
て
、
改
め
て
自
然
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

小
平
町
と
の
交
流
の
大
切
さ
を
実
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
相
互
の
発
展
の
た
め
に
も
、

教
育
、
産
業
、
文
化
な
ど
の
交
流
を
ま

す
ま
す
発
展
さ
せ
つ
つ
、
姉
妹
都
市
と

し
て
の
お
互
い
の
さ
ら
な
る
絆
を
深
め

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
平
町
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
町

民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
記
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小平町議会

議長　藤　田　　　貢

姉妹都市　東京都小平市

市長　小　林　正　則

新年ごあいさつ
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休　業通常（一部）業務

年末年始業務のお知らせ
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保健
だより

このページに関するお問い合わせは

保健福祉課健康づくり係へ
☎56-2111　内線 276・277

健診月日 会　場 受付時間 2 月 28 日は未就学児の託児をします。託
児をご希望の方は申し込みの際にお伝え
ください。
託児利用時の受付時間は８：30 ～、又は
９：00 ～です。

２月 27 日（火） 鬼鹿公民館 6：30 ～ 8：00

２月 28 日（水） 文化交流センター 6：30 ～ 10：00

日 時・ 場 所

健（検）診名称 内　　　　　容

料　　金

右記以外の
保険の方

小平町国保、
後期高齢、
生活保護世帯の方

特定健診
（循環器健診）

血液検査・尿検査、医師の診察、40 歳以上の方は心電図・
眼底検査を行います。心臓・血管・腎臓などの病気の早期
発見と治療のために大切な検査です。

※１

無　料胃がん検診 バリウム検査をします。 1,500 円

肺がん検診 レントゲン検査をします。 　500 円

大腸がん検診 専用容器に採便し、検査当日に提出します。 1,000 円

前立腺がん検診

血液検査をします。

2,060 円

胃ピロリ検査 2,410 円

肝炎ウイルス検診 無料

切り取り線
◆冬期総合健診申し込み用紙
　必要事項をご記入下さい。

★保健福祉課 健康づくり係　行き

氏　　名
会　　場 希望時間

２月 27 日（火）鬼鹿 6 ： 30 ～ 8 ： 00 　　 時　 　分頃希望
希望なし２月 28 日（水）小平 6 ： 30 ～ 10 ： 00

生年月日
大正 電　話 　　　　　　　　－

昭和　 　　 年  　　　月  　　　日

平成

該当する保険を〇で囲んでください
小平町国保 後期高齢 生活保護 その他

託児希望：小平会場 受付 8：30  ・  9：00

お子さまの年齢 ： 　　　　　歳　　　　　

※１：保険により料金が異なります。また、心電図など検査希望により追加料金が生じます。

◎一人でも多くの方に健（検）診をご利用いただくため、小平町国保の方を対象に、町の職員が訪問したり、

委託先からお電話のご案内をすることがあります。

＊裏面に続きます＊

～小平会場では託児もしています！～

　特定健診は１時間未満で心臓や腎臓、肝臓や悪玉コレステロールな
ど多くのことがわかります。がん検診を含む全ての検査を受けても２
時間未満です。 
  ぜひこの機会をご利用ください。

※申し込み状況により受付時間を変更する場合があります。

内 容・ 料 金

委託先及び担当者電話番号は下記のとおりです。

【委託先】

大和（やまと）産業株式会社

【委託先担当者電話番号】

① 080-5724-0960　根廻　有子（ねまわり　ゆりこ）

② 090-6877-3290　松山　夏美（まつやま　なつみ）

③ 070-2005-9721　荒谷　昭子（あらや　しょうこ）

冬期総合健診のご案内

必ず、受診したい検査項目を○で囲んで下さい

胃ピロリ菌検査 前立腺がん 肝炎ウイルス 胃がん 肺がん 大腸がん
特定健診

（循環器健診）
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●特定健診（循環器健診）：次の①～④のいずれかにあてはまる方

　①　小平町国民健康保険加入中で健診当日に 20 歳以上の方

　②　後期高齢者医療保険の方

　③　40 歳以上で生活保護世帯の方

　④　社会保険加入者の被扶養者の方（所属の健康保険組合と小平町の両方にお申し込みが必要です。

　　　なお、町へのお申し込みは、電話又は来庁にてお願いします。）

●がん検診・その他の検診

検診名 年齢の詳細について

胃・肺・大腸がん検診 35 歳以上の方　　　　　　　※２

前立腺がん検診 50 歳以上の男性で前立腺の手術や治療を受けていない方　　※２

胃ピロリ菌検査 40 歳以上で除菌治療を行ったことがない方

肝炎ウイルス検診 40 歳以上で過去に肝炎ウイルス検診を受けたことがない方

※２：がん検診は、血縁にがんの方がいる場合は年齢に関わらず受けられます。

●申し込み用紙に必要事項を記入し、希望する検査項目等に○印をつけて、役場又は支所にご持参下さい。

  また、役場本庁舎ではファックス・電話・郵送での申し込みもできます。

●受診日の１週間前を目途に『問診票』や『検査キット』等を郵送します。万が一、受診日の４日前までに

  届かない場合は、下記までお問い合わせください。

◎問い合わせ先：保健福祉課　健康づくり係

　　　　　　　　電話 56-2111（内線 276・277）　ＦＡＸ５６－２１１０

対 象 者

申し込み方法

健診・検査は毎年度（４月１日～３月 31 日）に１回まで受けられます。

上記の年齢は、平成 30 年３月 31 日時点のものとなります。

切り取り線

◆冬期総合健診申し込み用紙
　必要事項をご記入下さい。

★保健福祉課 健康づくり係　行き

氏　　名
会　　場 希望時間

２月 27 日（火） 鬼鹿 6 ： 30 ～ 8 ： 00 　　 時　 　分頃希望
希望なし２月 28 日（水） 小平 6 ： 30 ～ 10 ： 00

生年月日
大正 電　話 　　　　　　　　－

昭和　 　　 年  　　　月  　　　日

平成

該当する保険を〇で囲んでください
小平町国保 後期高齢 生活保護 その他

必ず、受診したい検査項目を○で囲んで下さい

胃ピロリ菌検査 前立腺がん 肝炎ウイルス 胃がん 肺がん 大腸がん
特定健診

（循環器健診）

託児希望：小平会場 受付 8：30  ・  9：00

お子さまの年齢 ： 　　　　　歳　　　　　

申込締切：平成 30 年 2 月 2 日（金）【期日厳守】
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 ■　高額介護合算療養費について

　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。

　同じ世帯の被保険者が、「病院にかかったとき」と「介護サービスを利用したとき」の１年分の自己

負担額の合計が表の基準額（限度額）を超えた場合は、超えた額が「高額介護合算療養費」として

支給されます。

　なお、手続きには保健福祉課福祉係への申請が必要となります。

　○後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。

　○支給額が５００円以下の場合は支給されません。

　◇　自己負担限度額表 【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月 31 日】

負担割合 区　　　　　分 自己負担額の合計の基準額

３　割 現役並み所得者 ６７万円

１　割

一　　　　　般 ５６万円

住民税非課税世帯
区分Ⅱ（※１） ３１万円

区分Ⅰ（※２） １９万円

※１　世帯全員が住民税非課税である方

※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、

　　　その受給額が 80 万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

平成 28年８月～平成 29年７月の１年間に係る高額介護合算療養費に該当する方には、

平成 30 年１月下旬に申請の案内文を発送する予定です。

問い合わせ先
　北海道後期高齢者医療広域連合　☎ 011-290-5601
　小平町保健福祉課福祉係　　　　☎ 56-2111（内線 287）

■医療費通知を全受診者へ送付します
　広域連合では被保険者の皆様の医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を、対象期

間に医療機関等を受診した全ての被保険者の皆様へ送付します。

　発送月は、９月と３月の年２回です。

受診年月 診療を受けた医療機関等 診療区分 日数 医療費総額 自己負担額

Ｈ 29 年 1 月 ○○病院 医科外来 １ 18,000 1,800

Ｈ 29 年 2 月 ××薬局 調剤 １ 10,000 1,000

合　　計 28,000 2,800

○医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。

○健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報をお知らせします。

○診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

■医療費通知の活用について

後期高齢者医療制度のお知らせ
～高額介護合算療養費及び医療費通知について～

【イメージ図】

※この通知は皆様の受診

状況についてお知らせす

るもので、請求書ではあ

りません。



　　　　

水道・水洗トイレの
凍結に注意しましょう

　これから、ますます寒さの厳しい季節を迎えて、水道や水洗トイレが凍結しやす

くなります。冬場に長期間留守にしたり、気温が氷点下になる場合は給水管やトイ

レタンクなどの水を抜いて凍結を防いでください。

　万が一トラブルが発生したときは、次の指定工事店にご連絡ください。

　なお、年末年始【12 月 30 日（土）～１月８日（月）】につきましては、

役場（56-2111）にご連絡ください。

指定工事店名 住　所 水 下 電話番号

㈱熱源 留萌市 ○ ○ 42-3081

㈱パイプライン 留萌市 ○ ○ 42-8622

㈱ハチロ 留萌市 ○ ○ 42-3311

㈱不二水道 留萌市 ○ ○ 42-1955

北興機械㈱ 留萌市 ○ 42-3615

ナリタ設備 留萌市 ○ 49-2355

前野工業㈱ 留萌市 〇 56-4033

北日本設備㈱ 羽幌町 ○ ○ 62-3592

鈴木住設機器 羽幌町 ○ 62-3309

㈲マツダ興業 羽幌町 ○ ○ 62-1600

水…上水道の指定店　下…下水道の指定店

指定工事店名 住　所 水 下 電話番号

小平自動車運輸㈱ 小平町 ○ 56-2301

㈱新名建設 小平町 ○ ○ 59-1017

㈱向井建設 小平町 ○ ○ 59-1955

㈲村井工業 鬼鹿港町 ○ 57-1007

㈱吉田建設 鬼鹿港町 ○ 57-1717

8
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　年末年始のごみ収集及び各処分場は、12月30日（土）から１月３日（水）までお休みしますので、ご了

承願います。

　また、休み明けのごみステーションは満杯になることが予想されますので、保管が可能なごみは、次回

の収集日に排出される等のご協力をお願いします。

＊し尿汲み取り＊

　し尿汲み取りは、12月30日（土）から１月４日（木）までお休みしますので、ご了承願います。

＊ごみステーションの除雪・清掃のお願い＊

　ごみの収集作業に支障がないよう、ステーション周囲の除雪を行いましょう。

　また、ステーションがいつも清潔であるよう、清掃等も忘れずにお願いします。

年末年始のごみ収集等のお休みについて

■特公賃(単身者 )住宅 ※45歳未満の独身または単身者（単身赴任等）入居可

■申込方法

生活環境課または各支所にある申込

書に必要事項を記入の上、下記書類

を添付しお申し込みください。

～添付書類～

①入居希望者全員の住民票

②昨年の所得がわかる書面（収入の

ある方全員の源泉徴収票のコピーま

たは所得証明書等）

■申込締切　　１月１2日（金）

■その他

・希望者が重複した場合は、選考委員

会にて入居の可否が決定されます。

・入居が決定した場合、町内在住の所

得のある方２名の連帯保証人（１名

は留萌管内の在住であれば可能です）

が必要となります。

◎問い合わせ先

生活環境課管理係　　☎ 56‐2111

　　　　　　　　　 （内線 245・246）

鬼　鹿　支　所　　　☎ 57‐1111

達　布　支　所　　　☎ 58‐1111

■公営住宅
■新町団地（新町２）

建築年 間　取 面　積 戸　数 設　備 家　　　賃

①Ｓ５５建築
３ＤＫ

68.8 ㎡ ３戸
浴槽・風呂釜は 16,300 円～ 24,200 円

( ２階建 ) 入居者設置 近傍同種家賃：30,200円(注)

②Ｓ５４建築
３ＤＫ

68.8 ㎡ １戸
ユニットバス・ 16,900 円～ 25,100 円

( ２階建 ) ボイラー設置済 近傍同種家賃：45,900円(注)

■すずらん団地（新町）
建築年 間　取 面　積 戸　数 設　備 家　　　賃

①Ｈ１９建築
２ＬＤＫ

67.0 ㎡ １戸
ユニットバス・ 21,800 円～ 32,400 円

( 平屋建 ) ボイラー設置済 近傍同種家賃：106,200円( 注 )

注）近傍同種家賃とは、町営住宅に引き続き３年以上入居し、かつ入居収入基準を超え

　　る所得となった世帯が支払うこととなる家賃の上限額です。

・入居資格は、現に住宅に困窮し、収入基準月額が原則として 15 万８千円を超えず、申

　込者及び同居者が暴力団員でない世帯が対象となっています。（全員が 60 歳以上の世

　帯や本人が障がい者、または同居者に障がい者や 18 歳に達する日以後の最初の3月31日

　までの間の者がいる場合、入居者と同居者である配偶者の年齢の合計が 70 歳以下であ

　り婚姻の届出の日から２年を経過していない新婚世帯等は緩和されます）

・トイレはすべて水洗化されています。

・家賃は家族構成や収入によって変動します。

・町税及び町使用料等の滞納がある方は、完納の上お申し込み願います。

■学園団地オニィー（鬼鹿港町）

建築年 間　取 面　積 戸　数 設　備 家　　　賃

①Ｈ７建築 １ＬＤＫ 49.9 ㎡ １戸
ユニットバス・

27,000 円
ﾎﾞｲﾗｰ設置済

■高台団地（鬼鹿港町）
建築年 間　取 面　積 戸　数 設　備 家　　　賃

①Ｓ５９建築
３ＬＤＫ

67.6 ㎡ １戸
浴槽・風呂釜は 15,900 円～ 23,700 円

( ２階建 ) 入居者設置 近傍同種家賃：36,300円(注)

②Ｈ９建築 １ＬＤＫ 49.9 ㎡ ２戸
ユニットバス・

29,000 円
ﾎﾞｲﾗｰ設置済
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な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

宝島旅行社鈴木宏一郎社長による基調講演

小
平
町
活
性
化
へ
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　

                                  
           　

　

小
平
町
観
光
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
　

  

フ
ォ
ー
ラ
ム
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11
月
27
日
に
小
平
と
鬼
鹿
の
幼
稚
園
で

幼
児
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、
町
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
員
の
指
導
の
も
と
、
簡
単
な
体
操

や
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
園
児
の
運
動
能

力
の
向
上
や
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る
た

め
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
運
動
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

体操を行う園児

楽
し
く
元
気
に
運
動
！

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幼
児
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

11
月
24
日
に
萌
州
建
設
株
式
会
社
（
畑

中
修
平
代
表
取
締
役
）
に
よ
る
地
域
貢
献

事
業
と
し
て
、
町
内
の
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
へ
衛
生
用
品
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
社
は
国
道
232
号
の
維
持
作
業
な
ど
の

事
業
を
受
注
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

現
場
代
理
人
で
あ
る
山
根
さ
ん
は
「
子

ど
も
達
の
健
康
増
進
の
た
め
に
も
、
今
後

も
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

ご
厚
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

                                  
萌
州
建
設
㈱
が
地
域
貢
献　

　

小
平
イ
ベ
ン
ト
倶
楽
部
・
小
平
町
婦
人

会
議
主
催
の
美
味
し
い
地
物
に
感
謝
祭
が

12
月
９
日
に
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
約
300
名
が
地
物
を
使
っ
た
料
理
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

料
理
は
ホ
タ
テ
焼
き
そ
ば
や
、
ル
ル

ロ
ッ
ソ
を
使
っ
た
パ
ン
ケ
ー
キ
な
ど
、
全

22
品
が
用
意
さ
れ
、
各
販
売
所
の
前
に
は

開
始
後
す
ぐ
に
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
売
り
上
げ
の
一
部
は
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

多くの人で溢れた会場

地
物
を
使
っ
た
料
理
堪
能

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

美
味
し
い
地
物
に
感
謝
祭

寄贈品を手渡す山根現場代理人



11

まちのトピックス ２０１8 年 1 月

竹刀を振るう選手

　

12
月
10
日
に
第
39
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
少
年
少

女
剣
道
大
会
が
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
、
町
内
の
少
年
少
女
剣
士
10
名
が
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
剣
道
を
愛
好
す
る
少
年

少
女
の
技
術
向
上
と
、
健
全
育
成
を
目
的

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

試
合
は
小
中
学
生
に
よ
る
個
人
戦
と
、

東
西
対
抗
戦
が
行
わ
れ
、
試
合
が
始
ま
る

と
、
竹
刀
を
打
ち
合
う
音
と
選
手
た
ち
の

威
勢
の
い
い
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

威
勢
よ
く
竹
刀
振
る
う

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

第
39
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯

　
　
　
　
　

 

少
年
少
女
剣
道
大
会

　

11
月
1
日
に
元
小
平
消
防
団
副
分
団
長

で
あ
る
新
谷
幸
男
さ
ん
（
臼
谷
）
が
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
し
、
12
月
11
日
に
役
場
応

接
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
谷
さ
ん
は
昭
和
24
年
に
小
平
町
消
防

団
に
入
団
し
、
昭
和
61
年
に
は
小
平
消
防

団
の
副
分
団
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
被
害

の
軽
減
や
、
地
域
住
民
に
対
し
防
火
思
想

の
普
及
と
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
ら
れ
ま

し
た
。

　

伝
達
式
で
関
町
長
か
ら
表
彰
状
と
勲
章

を
伝
達
さ
れ
た
新
谷
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
こ
の
賞
に
恥
じ
な
い
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
活
動
の
功
績

　
　
　
　
　

を
称
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　

                                  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
谷
幸
男
さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　

瑞
宝
単
光
章
受
章

瑞宝単光章を受章した新谷さん （右）

　

12
月
15
日
に
町
内
の
幼
稚
園
で
ク
リ
ス

マ
ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
が
始
ま
り
、
サ
ン
タ
と

ト
ナ
カ
イ
が
現
れ
る
と
、
園
児
た
ち
か
ら

歓
声
が
あ
が
り
、
一
緒
に
踊
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

最
後
は
サ
ン
タ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手

渡
さ
れ
、
園
児
た
ち
は
笑
顔
で
受
取
り
、

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
平
・
鬼
鹿
幼
稚
園

　
　
　
　
　

 

ク
リ
ス
マ
ス
会

サンタとトナカイの登場に喜ぶ園児たち

　

鬼
鹿
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
合
同
に
よ
る
年
賀
状
作
り
や
歳
末
防

火
パ
ト
ロ
ー
ル
が
12
月
16
日
に
鬼
鹿
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、拍
子
木
を
鳴
ら
し
、

「
火
の
用
心
」
と
声
を
あ
げ
な
が
ら
巡
回

し
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
後
に
は
、
町
内
に
住

む
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

宛
に
防
火
年
賀
状
を
作
成
し
、
防
火
啓
発

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
も「
火
の
用
心
」

　
　
　
　
　
　
　

鬼
鹿
歳
末
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

鬼鹿市街地をパトロールするクラブ員
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第29回小・中学生書初め大会

　小・中学生の皆さんの参加と、保護者の皆様の応援よろしくお願いします。

　新春恒例の書初め大会を次の日程で行います。

皆さんぜひご参加ください。

日　時　1月9日（火）　9:30～12:00

場　所　文化交流センター 多目的ホール

対象者　町内に在住する小・中学生

書　体　小学生は楷書とし、中学生は自由。

問い合わせ　文化交流センター

文化財防火デー
　毎年1月26日は、文化財防火デーです。小平町内では重

要文化財旧花田家番屋でも消防署･番屋防災協力会の協力

を得て防火訓練が実施されます。

　文化財の防災へのご理解とご協力をお願いします。

　スポーツ推進委員が丁寧に指導いたしますので、皆さん

ぜひご参加ください。

日　時　1月26日(金)

10:00～10:40

場　所　旧花田家番屋周辺

～付近をご通行の際は、

　　　　ご注意ください～

日　時　1月7日（日）

受　付　12:30

式　典　13:30～15:00

交流会　15:00～16:00

＊受付開始からロビーにおいて、大和遠州流吉本社中（茶

道あじさい）による茶席を設置します。

会　場　文化交流センター 多目的ホール

対象者　平成9年4月2日から平成10年4月1日までに生ま

れた方

問い合わせ　文化交流センター

日　　　時　1月13日（土）　13:30～　　　　会　　　場　文化交流センター

対　象　者　町内に在住する小・中学生　　　参　加　料　参加者1名につき500円

チーム編成　1チーム3名とし、合同練習の参加者で編成します。

主　　　催　小平町子ども会育成連絡協議会　　主　　管　望洋台下の句カルタ愛好会

＊1月の合同練習開催日　1月9日（火）・12日（金）　13:30～16:30（文化交流センター）

＊参加者の要望により上記の他に随時練習日を設定する場合もあります。

問い合わせ　文化交流センター

小平町第６次社会教育

中期計画メインテーマ ひろげよう  学びの「絆」で しあわせのまち
社会教育の方針 「地域をあげて子どもを育てる環境をつくります」　「支え合う協働の学びの場をつくります」

　　　　　　　 「芸術や文化に集う人を育てます」　「世代をこえて楽しめる生涯スポーツを振興します」

社 会 教 育 だ よ り社 会 教 育 だ よ り
social
education
news

平成30年 小平町成人式
新成人となった方を祝福します

日　　　時　2月12日（月）

受　　付　9:30～【予定】

競技開始　10:00～13:00【予定】

場　　　所　望洋台スキー場

申 し 込 み　2月2日（金）までに、海洋センターまたはス

キー場へお申込みください。

＊詳しくは新聞折込をご覧ください。

問い合わせ　海洋センターまたは

　　　　　　望洋台スキー場（☎56-2244）

第11回 小平町民スキーフェスティバル

日　　　時　2月7日（水）・8日（木）18:30～20:30

＊18:00より受付

場　　　所　望洋台スキー場

指　導　者　小平町スポーツ推進委員

対　象　者　町内に在住する小学生

参　加　料　1回100円

申 し 込 み　2月2日（金）まで

問い合わせ　海洋センター

おびらっ子スポーツクラブ「アルペンスキー教室」

部　　門 課　　題 用　　紙

小学 1・2 年生

小学 3・4 年生

小学 5・6 年生

中 学 生

う　　た
え　　と

元　　日
日　　光

清　　水
実　　行

春満山河
富士登山

縦68cm×幅35cm

（半切の半分）

書体は楷書とする

縦136cm×幅35cm
（半切）

書体は自由

第38回子ども下の句カルタ大会
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1月のおびらっ子スポーツクラブ
「キンボール教室」

1月のかろやかクラブ
「体幹強化・コーディネーショントレーニング」

開催日　1月22日（月）・29日（月）19:00～20:30

場　所　B&G海洋センター　体育館

準備品　・上靴 ・タオル ・ドリンク

　　　　・その他必要と思われるもの

参加料　100円

次　回　2月も「キンボール教室」、3月に「JACOT教室」を

　　　　実施予定

開催日　1月9日（火、休館日）・15日（月）19:00～20:00

場　所　B&G海洋センター　体育館

準備品　・上靴 ・タオル ・ドリンク

　　　　・その他必要と思われるもの

　キンボールとは1ｍ程の大きなボールを使って4人が1

チームとなって、3チームが対戦し、ボールを落とした

チームが負けの得点を競うゲームです。

　初心者の方にも親切・丁寧に指導いたしますので、お気

軽にご参加ください！

「かろやかクラブ」、「おびらっ子スポーツクラブ」では随時会員を募集中です。海洋センターへ申し込み願います。

また、開催情報は町ホームページでも確認できます。　　　問い合わせ　B&G海洋センター

　体幹とは、読んで字のごとく「体の幹」で胴体部分です。

姿勢を維持し支える、手足の動きを生みだす、体のひね

りや運動の軸になるなどの重要な役割があります。

　コーディネーショントレーニングとは運動神経を向上

させるトレーニングの 1 つで、脳と動きの能力を高める

ため日常生活においても重要なトレーニングです。

　この機会に、ぜひエクササイズしましょう！お気軽に

ご参加ください！

一

　般

　書

児

　
　
　童

　
　
　書

児

　
　
　
　童

　
　
　
　書

社会教育だよりの記事に対する申込み・問い合わせ先
文化交流センター（TEL 56－9500　FAX 56－9555）　　海洋センター（TEL／FAX 59－1216）

12月の新着図書を紹介します

【開館時間】　午前10時～午後5時（正午～午後1時まで閉館）

　　　　　　・水曜日は正午～午後7時　・月曜日以外の祝日は開館

【休 館 日】　月曜日、年末・年始（12月29日～1月6日）

＊鬼鹿支所、達布支所を窓口に図書の借受、返却ができます。

図書室だより
図書室図書検索アドレス
http ://www. l ib-f inder .net/ob ira/

狩猟
人生訓

絵本

手芸

映画

基礎医学

民族学

日本史

中国史

個人伝記

田 口 洋 美：著
山 と 渓 谷 社

荒木さわ子：著
タカラトミー：監修
主 婦 の 友 社

ポ プ ラ 社

アレックス・フリスほか：文

フェデリコ・マリアーニ:イラスト

小 学 館

竹 永 絵 里：画
河出書房新社

市川智茂：マンガ
チームガリレオ：ストーリー
朝日新聞出版

渡辺精一：監修
西 東 社

矢部健太郎：監修
西 東 社

ひのき真二：漫画

三条和都：ストーリー

劇団ムカシ玩具舞香

『 神々の謡 』：原案

知里幸恵、銀のしずく

記 念 館 ： 監 修

池澤夏樹：解説
小 学 館

辰 巳 渚：監 修

P H P 研 究 所

の ぶ み ： 作

講 談 社

ユーフラテス：作

小 学 館

国松エリカ：絵

山 本 和 子：作

ひさかたチャイルド

のしさやか:作・絵

ひさかたチャイルド

柴田ケイコ：作絵

P H P 研 究 所

町 田 尚 子：作

W A V E 出 版

ビル・コッター：著

サンクチュアリ出版

そうまこうへい：作

まるやまあやこ：絵

フレーベル館

工藤ノリコ：作絵

白 泉 社

クマ問題を考える

（ヤマケイ新書YS0359）

「野生動物生域拡大期のリテラシー」

仮面ライダー図鑑デラックス

世界の民族衣装（わくわく発見！）
おやつなんだろう？

おいしそうなしろくま

あま～いしろくま

ネコヅメのよる

ぜったいにおしちゃダメ？

さきちゃんのくつ

超ビジュアル！三国志人物大辞典

超ビジュアル！歴史人物伝

徳川家康

コんガらガッちどしんどしん

　　ちょこちょこすすめ！の本

おいしいふくやさん

　あま～いダンスパーティー

ノラネコぐんだんアイスのくに

（コドモエのえほん）

知里幸恵とアイヌ

―豊かなアイヌ文化を初めて

　　文字で表現した天才少女―

（小学館版学習まんが人物館 日本-22）

ハンカチでつくる！

リカちゃんお洋服BOOK

（あこがれのドレスコレクション）

ぼく、仮面ライダーになる！

ビルド編

（講談社創作絵本）

人体について知っておくべき

100のこと（インフォグラフィックスで

学ぶ楽しいサイエンス）

大江戸文化へタイムワープ

（歴史漫画タイムワープ

　　　シリーズ・日本史BOOK）

ジャンル 書　　　　名 著者・出版社 ジャンル 書　　　　名 著者・出版社

～図書室年始のお知らせ～
1月7日(日)からです

女子力アップ

プリンセスマナーレッスン

―ステキガールをめざせ☆―
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 小平町役場（代）56-2111 FAX 56-2110  鬼鹿支所 57-1111  達布支所 58-1111

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
生
園

の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

す
る
方
）

■
待　
　

遇

　

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

　

保
険
加
入　

■
申
し
込
み
期
限

　

平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）

■
申
し
込
み
方
法

　

総
務
課
備
付
け
の
申
込
書
に
市

　

販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を

　

添
え
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

愛
生
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
生
園
（
59

－

１
１
４
６
）　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

■
雇
用
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

■
申
込
方
法

　

教
育
委
員
会
備
付
の
申
込
書
に

写
真
を
貼
付
し
た
本
人
直
筆
の

履
歴
書
を
添
付
し
、
小
平
町
教

育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限

　

平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）

■
募
集
職
種
・
人
員
等

○
共
同
調
理
場
給
食
臨
時
調
理
員

　

【
募
集
人
員
】　
　
　
　

５　

名

　

【
条　
　

件
】

小
平
町
教
育
委
員
会
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

　

臨
時
事
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種
・
人
員

　

臨
時
事
務
職
員　
　
　

若
干
名

■
雇
用
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
１
年

以
内

■
募
集
対
象

　

町
内
在
住
者
ま
た
は
採
用
後
町

内
に
居
住
で
き
る
方

■
資
格
等

○
臨
時
事
務
職
員

　

高
等
学
校
卒
業
者
及
び
卒
業
見

込
み
の
方

■
手
当

　

通
勤
手
当
、
住
宅
手
当

■
待
遇

小
平
町
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
愛
生

園
」
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
職
種
・
人
員

　

・
臨
時
介
護
員　
　
　

若
干
名

　

・
臨
時
調
理
員　
　
　

若
干
名

　

・
臨
時
清
掃
員
兼
日
直
員　

 

１
名

　

・
臨
時
夜
警
員　
　
　
　

２
名

■
雇
用
期
間

　

・
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

１
年
以
内

■
募
集
対
象

　

・
町
内
に
在
住
、
又
は
近
隣
市

　
　

町
か
ら
通
勤
可
能
な
方

■
資
格
等

　

・
臨
時
介
護
員

　
　

介
護
関
連
の
有
資
格
者
及
び

　
　

介
護
に
関
心
の
あ
る
方

　

・
臨
時
調
理
員

　
　

健
康
で
調
理
に
関
心
の
あ
る
方

　

・
臨
時
清
掃
員
兼
日
直
員

　
　

小
平
町
在
住
で
健
康
な
方

　

・
臨
時
夜
警
員

　
　

小
平
町
在
住
で
健
康
な
方

■
勤　
　

務

　

臨
時
介
護
員
、
臨
時
調
理
員
は

　

交
代
制
勤
務

■
手　
　

当

　

通
勤
手
当
、
住
宅
手
当
（
該
当

　

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
加
入

■
申
込
方
法

　

総
務
課
備
付
け
の
申
込
書
に
市

販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を

添
え
て
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
０
６
）

　
　

町
内
在
住
の
健
康
な
方

○
幼
稚
園
臨
時
教
諭

　

【
募
集
人
員
】　
　
　
　

１　

名

　

【
条　
　

件
】

　
　

幼
稚
園
教
諭
免
許
所
有
者
又

　
　

は
取
得
見
込
み
の
方

○
保
育
所
臨
時
保
育
士

　

【
募
集
人
員
】　
　
　
　

１　

名

　

【
資　
　

格
】

　
　

保
育
士
免
許
所
有
者
又
は
取

得
見
込
み
の
方

○
幼
稚
園
臨
時
公
務
補

　

【
募
集
人
員
】　
　
　
　

若
干
名

　

【
条　
　

件
】

　
　

町
内
在
住
の
健
康
な
方

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員

※
軽
度
発
達
障
害
等
を
も
つ
園
児

　

・
児
童
生
徒
の
学
習
活
動
等
の

　

支
援
及
び
幼
稚
園
・
学
校
生
活

　

の
介
助

　

【
募
集
人
員
】　
　
　
　

４　

名

　

【
条
件
】

　
　

町
内
在
住
の
健
康
な
方

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
管
理
課
総
務
係

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
５
５
）

○
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

臨
時
職
員
（
施
設
管
理
）

　

【
勤
務
場
所
】

　
　
　
　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

【
勤
務
内
容
】

　

①
火
曜
日
か
ら
土
曜
日

　
　

17
時
15
分
～
21
時
５
分

　
　

日
曜
日
及
び
祝
祭
日

　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

②
土
曜
日

　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

【
募
集
人
員
】　

①
・
②
各
１
名

　

【
条　
　

件
】

　
　

町
内
在
住
の
健
康
な
方

○
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　
　
　

臨
時
職
員
（
図
書
室
管
理
）

　

【
勤
務
場
所
】

　
　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　

【
勤
務
内
容
】

　

①
火
曜
日
か
ら
土
曜
日

　

②
日
曜
日
及
び
祝
祭
日

　
　

ど
ち
ら
も
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

～
17
時
15
分

　

【
募
集
人
員
】　

①
・
②
各
１
名

　

【
条　
　

件
】

　
　

町
内
在
住
の
健
康
な
方

　
　
　
　
　
　
　

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

（
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

☎
56-

９
５
０
０

○
鬼
鹿
公
民
館
臨
時
公
務
補

　

【
勤
務
場
所
】　
　

鬼
鹿
公
民
館

　

【
勤
務
内
容
】

　

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

・
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
祭

日
で
利
用
が
あ
る
と
き
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■
募
集
人
員
・
勤
務
場
所

　

保
健
福
祉
課　
　
　
　

２　

名

　

鬼
鹿
支
所　
　
　
　
　

１　

名

■
雇
用
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
１
年

　

以
内

■
資
格
・
条
件　

　

普
通
車
の
免
許
を
有
し
、
介
護

　

職
員
初
任
者
研
修
過
程
修
了
者

　

及
び
、
そ
れ
以
上
の
資
格
所
有

　

者
、
ま
た
は
所
得
見
込
み
の
方

　

で
、
町
内
在
住
者
ま
た
は
採
用

　

後
町
内
に
居
住
で
き
る
方

■
申
込
方
法

　

総
務
課
備
付
け
の
申
込
書
に
本

　

人
直
筆
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

　

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ　

　

い
。

■
申
込
期
限　

　

平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
庶
務
係

　
　
　

 

　
　

 

　

（
内
線
２
０
６
）

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
雇
用
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

　

雇
用
期
間
の
定
め
な
し　

■
募
集
職
種
・
人
員
等

　

看
護
師
又
は
准
看
護
師　

１
名

　

支
援
員
又
は
介
助
員　

若
干
名

■
待
遇
・
勤
務
内
容
等

　

給
与
規
定
は
、
国
家
公
務
員
に

　

準
じ
ま
す
。
ま
た
、
短
時
間
勤

　

務
に
も
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、

　

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
へ
お
問

 
 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

お
に
し
か
更
生
園

　
　
　
　
　
　

庶
務
課
ま
で

　
　
　
　
　
　

☎
57-

１
３
２
１

お
に
し
か
更
生
園
の
正
規
職
員

を
募
集
し
ま
す

 

小
平
町
臨
時
家
庭
奉
仕
員
を

 

募
集
し
ま
す

　
　

８
時
30
分
～
９
時
15
分

　
　

利
用
終
了
時
30
分
前
か
ら
45

　
　

分
（
夜
間
を
除
く
閉
館
業
務
）

　

・
夜
間
利
用
が
あ
る
と
き

　
　

20
時
45
分
～
21
時
30
分

　
　

（
閉
館
業
務
）

　

【
募
集
人
員
】　
　
　
　

１　

名

　

【
条　
　

件
】

　
　

町
内
在
住
の
健
康
な
方

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鬼
鹿
支
所

　
　
　
　
　
　

☎
57-

１
１
１
１

　町では、「落雪等により窓がふさがり、室内が暗い」、「暖房の吸排気管が雪に埋まりそう」

等の雪で困っている一人暮らしや高齢者だけの世帯等に対し、昨年と同様に雪処理の支援を

行います。

　例年どおり３月10日頃までを予定しております。すでに地区ごとに順次声掛け訪問をしながら巡回しており

ますので、職員が伺いましたら気軽に声をお掛けください。

なお、巡回職員は腕に小平町と書かれた「緑色の腕章」をしておりますので、ご確認ください。

◎問い合わせ・依頼先　保健福祉課　福祉係（内線 272・273・287）

高齢者宅の除雪支援について

つ
心
を
込
め
て
制
作
し
ま
し
た
。

百
円
前
後
と
価
格
も
お
手
頃
で

す
。

　

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

平
成
30
年
２
月
８
日
（
木
）

　

11
時
～
13
時
30
分

　

※
悪
天
候
の
場
合
、
２
月
13
日

　
　

（
火
）
に
延
期
。

■
場
所

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
留
萌
店

　

（
留
萌
市
野
本
町
１
番
地
１
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
海
道
小
平
高
等
養
護
学
校

　

（
担
当
：
倉
林
）　

　
　
　
　
　

☎
57-

１
２
０
３　

北
海
道
150
年
事
業
・
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
新
生
児

記
念
球
贈
呈
事
業
の
お
知
ら
せ

　

本
校
産
業
科
の
生
徒
が
制
作
し

た
窯
業
製
品
の
販
売
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
や
形
を
し

た
皿
や
小
鉢
、
カ
ッ
プ
、
茶
わ
ん
、

と
っ
く
り
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

　

色
合
い
も
工
夫
し
、
一
つ
ひ
と

 

北
海
道
小
平
高
等
養
護
学
校

「
産
業
科
留
萌
販
売
会
」

念
球
の
贈
呈
は
各
市
区
町
村
役
場

の
開
庁
時
間
に
限
ら
れ
ま
す
。

※
休
日
や
夜
間
に
出
生
届
を
提
出

し
た
場
合
は
、
後
日
届
出
を
し
た

市
区
町
村
役
場
の
開
庁
時
間
内
に

戸
籍
担
当
窓
口
に
申
出
す
る
こ
と

に
よ
り
贈
呈
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
贈
呈
対
象
者

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
出
生

　

届
を
提
出
し
た
方

　

①
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
同

　
　

年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
　

た
新
生
児

　

②
北
海
道
内
市
区
町
村
の
戸
籍

　
　

担
当
窓
口
で
出
生
届
を
提
出

　
　

し
た
も
の

■
記
念
球

　

幼
児
向
け
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
製

　

大
谷
翔
平
投
手
サ
イ
ン
デ
ザ
イ

　

ン
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ロ
ゴ
入
り

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
住
民
係

　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
１
１
）

　

平
成
30
年
は
北
海
道
命
名
150
年

の
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

　

道
で
は
北
海
道
150
年
事
業
を
実

施
し
、
事
業
の
一
環
と
し
て
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
平
成
30

年
中
に
出
生
し
た
新
生
児
に
記
念

球
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
北
海
道
内
の
全
市

町
村
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
出
生

届
を
提
出
し
た
市
区
町
村
役
場
に

お
い
て
記
念
球
の
贈
呈
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
記
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１月より、小平・鬼鹿歯科診療所の診療日が変わります。

【診療日（曜日）】

《変更前》 《変更後》

小平歯科診療所

鬼鹿歯科診療所

火・水・金 火・金

月・木 月・水・木

※診療時間は、小平・鬼鹿歯科診療所ともに、午前 9：00 ～ 12：00、午後 1：30 ～ 6：00 までと、
　変更はありません。
◎問い合わせ先　保健福祉課健康づくり係（内線 269・276）

診療日変更のお知らせ

　ショートステイとは、要介護者が施設に短期間入所し、日常生活のお世話を受けることの

できる介護サービスです。

たとえば、こんなときに利用ができます。

 ・冠婚葬祭や旅行で不在になる場合

  ・介護者が病気やケガをされた場合

  ・身体的、精神的な負担から休養が必要になった場合

介護が困難な場合以外でも、毎月定期的に利用することもできます。

ショートステイ利用料金の１日分の目安

要介護①…　2,838 円（日額）

要介護②…　2,905 円（日額）

要介護③…　2,973 円（日額）

要介護④…　3,040 円（日額）

要介護⑤…　3,105 円（日額）

要支援①…　2,664 円（日額）

要支援②…　2,765 円（日額）

尚、自宅で送迎できない場合には施設で送迎も致しますが、別途 184 円（片道）かかります。

ご不明な点などございましたら、お気軽に担当までご連絡ください。

◎問い合わせ先

　小平町立特別養護老人ホーム愛生園　☎ 59-1146

　担当：指導係長兼生活相談員　工藤　まで

特別養護老人ホーム愛生園
ショートステイ利用のご案内

＊所 在 地　小平町字鬼鹿港町 287 番地の１　　　　＊募集室数　3室

＊入居資格　小平町に住所を有する、おおむね 65 歳以上で介護保険法に基づく要介護認定申請において、

　　　　　　「自立」と判定された、一人暮らしの方及び夫婦のみの世帯で、別に定める要件を満たす方。

＊使用料等　居室使用料（月額）10,100 円

　　　　　　共有室使用料（１人入居の場合）月額 2,000 円　（２人入居の場合）月額 4,000 円

　　　　　　※居室における光熱水費（電気料・上下水道料）は、各室ごとの自己負担となります。

＊そ の 他　お申し込みの先着順にて書類選考の上、入居を決定いたします。

◎申し込み・問い合わせ先

　　　　　　保健福祉課福祉係（内線 272・273）もしくは、鬼鹿支所（☎ 57-1111）、達布支所（☎ 58-1111）
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ゆったりかんバス送迎運行表ゆったりかんバス送迎運行表
鬼鹿方面

鬼鹿・臼谷・小平方面お帰り時刻 14：30 本郷・平和・寧楽・達布方面お帰り時刻 15：30

臼谷・小平方面 本郷・平和・寧楽・達布方面

1月の無料送迎バス運行日は
15日・22日・29日［月曜日］

鬼 鹿 小 学 校 前

鬼 鹿 郵 便 局 前

ロ ー ソ ン 鬼 鹿 前

第 1 広 富 バ ス 停

ゆ っ た り か ん 着

　9：55

　9：58

10：00

10：05

10：20

臼 谷 寿 の 家 前

小平町商工会前

湯 田 宅 車 庫 前

小 平 小 学 校 前

ゆ っ た り か ん 着

10：35

10：38

10：40

10：42

10：45

11：10

11：20

11：25

11：26

旧本郷小学校前

小平新興団地入口

除 雪 セ ン タ ー 前

ゆ っ た り か ん 着

※達布活性化センター前

旧寧楽小学校前

平 和 共 栄 橋 前

富里ライスセンター前

11：30

11：35

11：36

11：40

停 留 所 時 刻 停 留 所 時 刻 停 留 所 時 刻 停 留 所 時 刻

※達布活性化センター前は予約制といたします。達布支所（58-1111）又はゆったりかんフロント（56-9111）
　に運行日の午前 9時までにお電話いただけた場合のみ送迎いたします。

　小平町では北海道から補助を受け、心身に重い障がいのある方（重度心身障がい者）、母子（父子）

家庭の方（ひとり親家庭等）及び小学生までのお子さん（乳幼児等）の医療費を助成しています。

　また、町独自に、高校生までのお子さんの医療費についても助成を行っています。

◆対象となる方◆

～共通条件～

①生活保護法による保護を受けていないこと。

～重度心身障がい者医療費の助成～ （18 歳以下本人負担額０円） ※

①身体に障がいのある方で、１～３級（ただし、３級は主に内臓に係る障がいに限る。）の身体障がい

　者手帳をお持ちの方

②知的障がいのある方で、「Ａ」と判定された療育手帳をお持ちの方、または「重度」と判定（診断）

　された方。

③精神障がいのある方で、１級の精神障がい者保健福祉手帳をお持ちの方。

④受給者の生計を主として維持する方の所得が限度額未満の方。

～ひとり親家庭等医療費の助成～ ( 本人負担額０円 ) ※

・ひとり親家庭等に属している母または父及び子【18 歳に達した日の属する年度の末日までの者。ただ

　し、在学等で扶養されている場合（※）は 20 歳までの方】

・受給者の生計を主として維持する方の所得が限度額未満の方。

～乳幼児等医療費の助成～ （本人負担額０円） ※

①０歳から６歳までの入通院及び小学生の入院。

②小学生の通院及び中学生の入通院、高校生の入通院（町独自助成）

※領収書を後日役場に持参し、払戻しを受ける場合は医療点数計算上、本人負担額が０円とならない場

　合がございます。

◆申請方法◆

　医療助成を受けるには、事前に「受給者証」の交付を受けることが必要です。次のものを持参の上、

保健福祉課または各支所で申請をお願いします。

１.印鑑　２.健康保険証（乳幼児に関しては、お子さんの保険証）、

３.重度に関しては、身体障がい者手帳又は療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳

（注）申請時に在学証明書等が必要となります。

◎問い合わせ先　保健福祉課福祉係（内線 273）

小平町役場（代）56-2111 FAX 56-2110  鬼鹿支所 57-1111  達布支所 58-1111

◇重度心身障がい者・ひとり親等・乳幼児等医療助成のお知らせ◇
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 小平町役場（代）56-2111 FAX 56-2110  鬼鹿支所 57-1111  達布支所 58-1111

　給与の支払者は、法人・個人を問わず、前年中に支払った（支払いの確定した）給与について、給与支払額の

多少にかかわらず、専従者・アルバイト・パート・役員等を含むすべての従業員の給与支払報告書（総括表及び個

人別明細書）を作成し、従業員の1月1日現在（退職の場合は退職日現在）における住所地の市町村長に提出する

ことが法令により義務付けられています。（地方税法第317条の６）

◆所得税の源泉徴収票とは異なり、すべての従業員について提出していただく必要があります。

◆給与支払報告書は、個人町・道民税の課税の根拠となる重要な書類ですので、正しく記入のうえ、必ずご提出

　ください。

◆社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、平成 28年分以降の給与支払報告書から個人番号及

　び法人番号の記載欄が設けられたため、様式が変更されています。また、個人事業主の方については、提出の

　際に本人確認をさせていただきます。

●小平町へ提出していただく対象者

　平成 29 年１月１日から 12 月 31 日までに給与（給料、賃金、賞与、俸給など）を支払った従業員（専

従者・アルバイト・パート・役員等を含む）のうち、次のいずれかに該当する全員について、給与支

払額の多少にかかわらず提出してください。

◆毎年１月１日現在の在職者のうち、同日現在に小平町にお住まいの方。

◆前年中の退職者のうち、退職日現在に小平町にお住まいの方。

●提出期限及び提出方法

　平成 30 年１月 31 日（水）までに総括表とあわせて、郵便または信書便により送付していただくか、

窓口にて提出してください。※期限が近づくと窓口が混み合いますので、お早めに提出してください。

●電子申告による提出

　個人道・町民税にかかる特別徴収関連手続きについて、地方税ポータルシステム（eLTAX：

エルタックス）を利用し、インターネットによる受付も行なっています。

　eLTAX（エルタックス）を利用すれば、申告書等の作成・提出において、チェック機能

により入力誤りや計算誤りが防止でき、郵送料等も不要で、１回のデータ送信操作で複数

の地方公共団体（参加団体）に提出できるなどのメリットがあります。

◎問い合わせ先　財政課税務係（内線 216・217・233）

●本人確認の必要書類

身　元　確　認　書　類

・マイナンバーカード（個人番号カード）【表面】

・運転免許証等の官公署等が発行した顔写真付き

  の書類

・健康保険証

・年金手帳　　　　　　　　　　　　　等を１つ

番　号　確　認　書　類

・マイナンバーカード（個人番号カード）【表面】

・個人番号の通知カード

・住民票の写し（個人番号が記載されたもの）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　等を１つ

◇給与支払報告書の提出について◇
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◎問い合わせ先　留萌消防組合小平消防署（☎ 56-2221）、鬼鹿支署（☎ 57-1253）

　年末年始は外出することが多くなり、家を留守にしがちです。留守にする前にはガスの元栓を閉めた

り、暖房器具の消火確認などを確実に行い、火事を未然に防ぎましょう。

①外出時には必ず火の元を確認しましょう！

　ＬＰガスを屋外に設置していると、落雪などによって容器や配管が破損し、ガス漏れが発生する恐れ
があります。落雪などの影響を受けそうな場所に設置されている場合は業者に連絡して設置場所を変更
したり、落雪などが起きた場合には更なる落雪などに注意しつつＬＰガスを確認しましょう。

②ＬＰガスの漏えい事故に注意しましょう！

＜車内で救助を待つ時＞

　暴風雪や地吹雪などが発生すると、視界全てが真っ白になる「ホワイトアウト」という現象により、

車の運転が困難となり大変危険です。

　このような状況に遭遇した場合は、以下のことに注意しましょう。

①原則エンジンは停止
一酸化炭素中毒の危険をなくすにはエンジン

を停止することが大切です。防寒着、毛布、

新聞紙などで体温の低下を防ぎましょう。

②一酸化炭素中毒の危険性
車が雪に埋もれた時にエンジンをかけ続ける

と排気ガスによる一酸化炭素中毒の危険性が

生じます。埋もれる深さが深いほど危険です。

③エンジンをかけるときは
防寒等でやむを得ず、エンジンをかけるとき

は、排気管出口を確実に大気へ開放し追加の

降雪や吹きだまりによる再埋没に注意しま

しょう。

④窓をあけていても絶対安全とは言えない
風向きにより窓を開けていても排気ガスの侵

入により、窓を閉めている時よりも一酸化炭

素中毒の危険性が高くなることもあります。

＜車の運転が困難なとき＞

①無理に運転をしない

近くのコンビニや道の駅など安全な建物に

避難し、天候の回復を待ちましょう（気象

情報や道路情報を確認する）。

②立ち往生してしまったときは

ハザードランプの点滅、停止表示板を置く

など、周りの車に位置を知らせるとともに、

救助が必要であれば消防に連絡しましょう。

③吹き溜まりに注意

道路の吹き溜まりが深くなると、車の走行

が困難になることがあります。道路の吹き

溜まりが 20cm 程度でも前進できなくなるこ

とがあります。

　製造年から 10 年以上経過した住宅用火災警報器は電子部品

などの劣化により火災を感知しない恐れがあるため、本体の

交換を推奨しております。また、定期的な掃除や作動確認と

いった点検も心がけましょう！

　消防署では、消火器の取扱いや火災・地震発生時における対応等について学ぶ防火・防災教室を受付け

ています。ご要望があれば、お気軽にご相談ください。

消防からのお知らせ

火気取扱の注意点について！！

車で外出する際の注意点について！！

住宅用火災警報器の維持管理をお願いします！！

防火・防災教室　受付中です！！

小平町役場（代）56-2111 FAX 56-2110  鬼鹿支所 57-1111  達布支所 58-1111

※まだ未設置であれば早期設置をお願いします。



　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働

くすべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバ

イト等を含む。）に適用される北海道最低賃金が次の

とおり改定されました。　

　　　　　時間額８１０円
　　（効力発生年月日　平成 29 年 10 月 1 日）

◆最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、

　臨時に支払われる賃金及び時間外等割増賃金は算

　入されません。

◆最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低

　賃金法違反として処罰されることがあります。

◆特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製

　造業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デバイス・電子回路、

　電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「船舶

　製造・修理業、船体ブロック製造業」）で働く者に

　は北海道の特定（産業別）最低賃金が適用されます。

◎問い合わせ先

　留萌労働基準監督署　　　　　　　　　　　　　

　☎ 42-0463　FAX　43-6418

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も

　国立北海道障害者職業能力開発校では、求職中の

障がい者の入校生（訓練期間１年又は２年間）追加

募集をしています。

　詳しくは、当校又は最寄りの公共職業安定所まで

お問い合わせください。

◎問い合わせ先

　砂川市焼山６０番地

　☎　0125-52-2774

　FAX 0125-52-9177

平成 30 年度入校生の追加募集
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　廃ＦＲＰ船はセメントの原料・燃料として再利用

されます。

　ＦＲＰ船の廃船をお考えの方は、下記へご相談く

ださい。

◎問い合わせ先　

　ＦＲＰリサイクルセンター

　☎ 03-5542-1202

　HP http://www.marine-jbia.or.jp/recycle/

北海道地区廃船処理協議会からのお知らせ

　夜間における子どもの急な病気やけがなどの際に、

看護師や小児科医師が保護者等からの相談に対し、

電話により助言を行っています。

◆相談受付時間

　毎日午後７時から翌朝８時まで

◆相談電話番号

　道内どこからでも「＃ 8000」でご利用出来ます。

　※ＩＰ電話、ひかり電話及びＰＨＳからは「＃ 8000」

　　は利用できません。011-232-1599 に電話してく

　　ださい。

◆注意事項

　医師が直接診察して治療を行うものではなく、あ

　くまで電話による家庭での一般対処などに関する

　助言を行うものです。緊急性のある子どものため

　の電話相談ですので、育児相談はご遠慮ください。

◎問い合わせ先

　北海道保健福祉部地域医療推進局地域医療課

　☎ 011-232-4111（内 25-326）

北海道小児救急電話相談事業について

　北海道開発局留萌建設部から各種防災情報のお知

らせです。地域の防災にお役立てください。

◆北海道地区　道路情報

　全国の国道（高規格道路を含む）、道道の情報をリ

　アルタイムで提供しています。

　http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/Roadinfo/  

  index.htm

◆北の道ナビ　吹雪の視界情報

　吹雪の視界情報の現況と予測を行っています。冬

　道の安全な運転に活用してください。

　http://northern-road.jp/navi/touge/fubuki.htm

◆川の防災情報

　川の水位や雨量をリアルタイムで提供しています。

　http://www.river.go.jp/kawabou/ipTopGaikyo.do

◆洪水浸水想定区域図

　留萌・天塩川の洪水浸水区域図を公表しています。

　お住いの地域の洪水氾濫・浸水被害の可能性の確

　認や、避難活動に活用ください。

　http://www.hkd.mlit.go.jp/rm/tisui/f6h4sv0000000abg.html

◆全国港湾海洋波浪情報網（ナウファス）

　全国 78 観測地点における波浪の定常観測のデータ

　の速報値です。

　http://www.mlit.go.jp/kowan/nowphas/

◎問い合わせ先

　国土交通省北海道開発局　留萌開発建設部

　留萌市寿町１丁目 68 番地

　☎　42-2310

各種防災情報のお知らせ
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◇「ワックスキャンドルづくり体験会」を留萌合同庁舎で開催します。

　皆さんが作ったワックスキャンドルは２月に開催される「オロロン・

　スノーパラダイス 2018」で活用します。

　参加された方には制作したワックスキャンドルを１本プレゼントしま

　す。

　屋外での作業もありますので、防寒着等暖かい服装でお越しください。

　皆様のご参加をお待ちしております。

◇開催日◇　平成 30 年１月 13 日（土）　

◇場　所◇　留萌市住之江町２丁目１－２　北海道留萌合同庁舎

◇参加料◇　無　料

◎問い合わせ先　オロロン・スノーパラダイス・プロジェクト事務局（留萌振興局地域政策課）☎ 42-8421

ワックスキャンドルづくり体験会に参加しませんか

　交通事故被害世帯の皆さんに次のような援護制度

がありますので、ご利用ください。

【交通遺児等育成資金貸付（無利子）】

◆対象

　自動車（バイク含む）事故により保護者の方が亡

　くなられたり、重い後遺障害を残すこととなった

　ご家庭のお子様で、0歳から中学卒業まで

◆貸付金額

　一人につき最初一時金 15 万５千円、以後月額２万

　円又は１万円（選択制）、小・中学校入学時に入学

　支度金４万４千円

◆返還方法

　貸付終了後、原則として 20 年以内の月々均等払い

　により返還

◆その他

　高校、大学等に在学中は返還猶予が可能です

【重度後遺障害者介護料支給】

◆対象

　自動車（バイク含む）事故により、脳、脊髄、ま

　たは胸腹部臓器に損傷を受け、常時または随時の

　介護を必要とする方で一定の要件に該当する方（自

　損・他損は問いません）

◆支給額

　月額 29,290 円～ 136,880 円の範囲で、障害の程度

　や介護費用の支出に応じて支給　

　※「短期入院」費用も別途支給

◆注意

　介護保険サービス、労災の介護給付等との併用は

　できません

◎お申し込み・問い合わせ先

　独立行政法人　自動車事故対策機構　旭川支所

　☎ 0166-40-0111

交通事故の援護制度

　国民年金は、老後の所得保障だけではなく、病気

や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなっ

たときに、働いている世代みんなで支えようという

考えで作られた仕組みです。国民年金は 20 歳以上 60

歳未満の方は加入することが義務付けられています。

　20 歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続を

しましょう！

～国民年金のポイント～

■将来の大きな支えとなります

　国民年金は 20 歳から 60 歳までの方が加入し、保

険料を納める制度です。国が責任をもって運営する

ため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたっ

て保障されます。

■老後のためだけのものではありません

　国民年金には、老齢年金のほか、障害年金や遺族

年金もあります。障害年金は、病気や事故で障害が

残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入

者が死亡した場合、その加入者により生計を維持さ

れていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け

取れます。

～「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」～

■「学生納付特例制度」

　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の

所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が

猶予される制度です。対象となる学生は、学校教育

法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、

高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限１

年以上である過程）、一部の海外大学の日本分校に在

学する方です。

■「納付猶予制度」

　学生でない 50 歳未満の方で、ご本人及び配偶者の

所得が一定額以下の場合に国民年金保険料の納付が

猶予される制度です。

　※平成 28 年６月以前の期間は、30 歳未満であった

　　期間が対象となります。

新成人の皆さんへ　20 歳になったら国民年金



広報おびらへのお問い合わせ広報おびらへのお問い合わせ
企画振興課企画振興係
 ● ホームページアドレス
　www.town.obira.hokkaido.jp/
 ● Ｅメール（電子）アドレス
　info@town.obira.lg.jp
TEL 0164－56－2111（内線 207・208）
FAX 0164－56－2110

22

町 民 憲 章

元
気
で
は
た
ら
き
伸
び
ゆ
く
豊

か
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
助
け
あ
い
親
切
で
あ

た
た
か
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

き
ま
り
を
守
り
力
を
あ
わ
せ
て

明
る
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

文
化
を
た
か
め
心
豊
か
な
楽
し

い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

海
も
緑
も
美
し
い
き
れ
い
な
住

み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

平
成
30
年
1
月
号　

発
行
／
小
平
町　

編
集
／
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係　

印
刷
／
㈱
留
萌
新
聞
社
あ
る
ふ
ぁ
ら
ん
ど

１月のこよみ ◎印は日曜日の救急当番医です

世帯数

人　口

男

女

1,651

3,222

1,538

1,684

世帯

人

人

人

（＋   6）

（＋   3）

（－  3）

（＋   6）

（  ） は前月比／外国人住民を含む

上記は 11 月 24 日～ 12 月 21 日まで
の届出による住民基本台帳記載分

（11 月末現在）

１
2
3
4
5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18
19
20
21
22
23
24
25

26

27
28
29
30
31

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

元日

キッズスキー教室（望洋台スキー場　9:30 ～ 11:30）
おびらっ子スポーツクラブ「スノーボード教室」（望洋台スキー場  14:00 ～）

平成 30 年小平町成人式（文化交流センター　13：30 ～）

成人の日
小平消防団出初式（文化交流センター　10：00 ～）
キッズスキー教室（望洋台スキー場　9:30 ～ 11:30）
おびらっ子スポーツクラブ「スノーボード教室」（望洋台スキー場  14:00 ～）
御用始め
第 29 回小・中学生新春書初め大会 （文化交流センター  9:30 ～ 12:00）
おびらっ子クラブ「下の句カルタ合同練習」 （文化交流センター　13:30 ～ 16:00）
かろやかクラブ「体幹強化＆コーディネーショントレーニング」（B&G 海洋センター　19:00 ～）

平成 30 年小平町民新春交礼会（文化交流センター　17：30 ～）

大漁祈願祭（鬼鹿公民館　10：00 ～　臼谷福祉会館　12：00 ～）
5 歳児健診（健康福祉センター 受付 12:00 ～ 12:20）

小平健康栄養相談・乳幼児相談（健康福祉センター 10:00 ～ 12:00）
おびらっ子クラブ「下の句カルタ合同練習」 （文化交流センター　13:30 ～ 16:00）

第 38 回小平町子ども下の句カルタ大会 （文化交流センター　13:30 ～）

キッズスキー教室 （望洋台スキー場　9:30 ～ 11:30）
おびらっ子スポーツクラブ「スノーボード教室」（望洋台スキー場　14:00 ～）

◎整形外科稲垣医院
かろやかクラブ「体幹強化＆コーディネーショントレーニング」

（B&G 海洋センター　19:00 ～）

おびらっ子クラブ「下の句カルタ合同練習」 （文化交流センター　17:30 ～ 20:40）
◆ゆったりかん定休日

乳児健診（健康福祉センター　受付 12:20 ～ 12:40）

おびらっ子クラブ「下の句カルタ合同練習」 （文化交流センター　17:30 ～ 20:40）

おびらっ子スポーツクラブ「キンボール教室」（B&G 海洋センター　19:00 ～）

おびらっ子クラブ「下の句カルタ合同練習」 （文化交流センター　17:30 ～ 20:40）

歯科検診・フッ素塗布（健康福祉センター 受付 13:15 ～ 13:50）
おびらっ子クラブ「下の句カルタ合同練習」 （文化交流センター　17:30 ～ 20:40）

B&G 杯バドミントン大会（B&G 海洋センター　9:00 ～）

おびらっ子スポーツクラブ「キンボール教室」（B&G 海洋センター　19:00 ～）

1 月の納税告知板
償却資産の申告
法定調書の提出
期限１月31日（水）
納税等はお早めに！

おくやみ
死亡月日

12/3

12/5

12/5

12/7

12/21

年齢（歳）

80

87

88

82

88

住　所

臼谷

小平町

臼谷

小平町

大椴

出生月日

11/20

11/25

氏　　名

橋場　彩蓮

藤田　芽生

母

歩美

愛

住　所

小平町

鬼鹿広富

父

崇裕

卓也

ちゃん

い ろ は

お 誕 生

ちゃん

氏　　名

布施　幸治

坂本　武雄

山守　光三

齊藤　　要

空橋　君子

め  い


